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	成果指標の設定について
	本日の分科会活動��本日は、重点目標に対する成果指標の確認及び上位指標の検討を行ってみます。
	��３つの重点目標
	【施策体系】
	【施策体系】
	�前回のまとめ��成果指標案
	考えてみよう��都市基盤整備分野でもっとも基本的な指標は？　何を具体的に実現したいか

